
【7 年度 八介連認定調査員現任研修】 

下記の問題に取り組んでください。 

解答の後、３月１９日以降にホームページで公開される動画を視聴して受講してください。

動画の視聴後、ホームページにあるアンケートを提出してください。（アンケートの提出が

ないと、受講したことになりません） 

 

①【１－１麻痺等の有無】右下肢が欠損して確認動作が行えない場合、基本調査ではどれを

選択しますか。 

 １、「右下肢」を選択する 

 ２、「右下肢」と「その他」を選択する 

 ３、「その他」を選択する 

  

 

②【１－２拘縮の有無】（ ）に当てはまる言葉を選んでください。 

「股関節」は、（ ）に可動域制限がある場合を「制限あり」とする。 

１、屈曲（４５度程度）または外転（１５ｃｍ程度）のいずれか 

２、屈曲（９０度程度）または外転（１５ｃｍ程度）のいずれか 

３、屈曲（９０度程度）または外転（２５ｃｍ程度）のいずれか 

 

 

③ 【１－５座位保持】 

ギャッチアップしたベッド上で試行した場合、ギャッチアップの角度が何度程度であれ

ば「支えてもらえばできる」を選択しますか。 

 １、45 度 

 ２、60 度 

 ３、定義や選択肢の基準には含んでいない 

  

 

④ 【１－６両足での立位保持】 

基本調査で、どの選択肢を選択すればよいですか。 

調査時には、平らな床の上で立位を 10 秒程度何もつかまらないで保持できたが、家族の

話では、日ごろはできないことが多い。 

１、つかまらないでできる 

２、何かにつかまればできる 

３、できない 



⑤ 【１－１２視力】 

視野狭窄がある場合、視力確認表はどこにおけばよいですか。 

１、正面 

２、正面から４５度以内 

３、視野欠損等の影響のない視野内 

 

 

⑥ 【２－１ 移乗】 

正しければ〇、誤っていれば×を選択してください。 

本人に移乗の身体能力があるにも関わらず、介助が行われている場合は、「常に」不適

切な状況として判断して適切な介助の方法を選択する。 

１、 〇 

２、 × 

 

 

⑦ 【２－２ 移動】 

「移動」について、正しいのはどれですか。 

１．常時の付き添いの必要がある見守りが行われているため「一部介助」を選択する 

２．車いすへの移乗に一部介助が行われているので移動も「一部介助」を選択する 

３．外出行為について、移動の基本調査項目の選択では評価しないが、介助が行われて

いるため特記事項に記載する 

 

 

⑧ 【２－３えん下】 

「見守り等」の選択基準として、正しいのはどれですか。 

１、実際に見守りが行われていることを必須とする。 

２、いつも「声かけ」をおこなっているので「見守り等」を選択した。 

３、「できる」、「できない」いずれにも含まれないと考えられたので「見守り等」を選択

した。 

 

 

 

 

 

 

 



⑨ 【２－４ 食事摂取】 

基本調査でどの選択肢を選択すればよいですか。 

一日三食で、通常は介助なしで行っている。ただし、毎日朝食の際は最初の数口は、介

護者が口まで食事を運んでいる。（ただし、不適切な状況にはないものとします。） 

１、介助されていない 

２、見守り等 

３、一部介助 

 

 

⑩ 【２－５ 排尿】 

基本調査で、どの選択肢を選択すればよいですか。 

1 日の中で、昼間に 6 回程度、介助なくトイレで排尿している。夜間の 2 回程度は、ポ

ータブルトイレを利用して介助なく排尿しているが、ポータブルトイレの後片付けは家

族が朝一括して行っている。（ただし、不適切な状況にはないものとします。） 

１、介助されていない 

２、見守り等 

３、一部介助 

 

 

⑪ 【2-10 上衣の着脱】 

基本調査で、どの選択肢を選択すればよいですか。 

衣服を手渡されれば、自力できることができる。（ただし、不適切な状況にはないもの

とします。） 

１、介助されていない 

２、見守り等 

３、一部介助 

 

 

⑫ 【２－１２外出頻度】 

外出頻度の基本調査項目の選択で、評価するものはどれですか。 

 １、10 分間の外出 

 ２、本人一人での外出 

 ３、徘徊 

 

 

 



⑬ ５－１ 薬の内服】  

基本調査で、どの選択肢を選択すればよいですか。 

介護者があらかじめ分包しておくと、自分で薬、水を用意して飲んでいる。（ただし、不

適切な状況にはないものとします。） 

１、介助されていない 

２、一部介助 

３、全介助 

 

 

⑭ 【５－１ 薬の内服】 

薬の内服がない（処方されていない）場合について、正しいものはどれですか。（ただ

し、不適切な状況にはないものとします。） 

１、薬剤が処方された場合を想定して、本人の能力で選択する 

２、薬剤が処方された場合を想定して、適切な介助の方法を選択する 

３、介助が発生していないので、「介助されていない」を選択する 

 

 

⑮ 【５－３日常の意思決定】 

基本調査で、どの選択肢を選択すればよいですか。日常生活状況のもとでも、意思決定

がほとんどできないが、見たいテレビ番組やその日の献立に関する意思決定をすること

がある。 

１、別な場合を除いてできる 

２、日常的に困難 

３、できない 

 

 

⑯ 【過去 14 日間にうけた特別な医療】 

「スピレーター（人工呼吸器）有無」の評価について、正しいものはどれですか。 

１、急性期対応の一時的なものも該当する 

２、医師の指示が過去 14 日以内に行われた行為のみが該当する。 

３、経口、経鼻、気管切開の有無や、機種は問わない。 

 

 

 

 

 



⑰ 【障害や現象の有無について（過去 14 日間にうけた特別な医療）】 

特別な医療について、正しいのはどれです。 

１、継続して実施されているもののみを対象としている。 

２、医師の指示が過去 14 日以内に行われているものに限定される。 

３、調査対象者や家族、介護者から情報を得る以外にも医療機関などから情報を聞くこ

とも必要である。 

 

 

⑱ 【障害や現象の有無について（BPSD 関連）】 

（ ）に当てはまる言葉を選んでください。BPSD 関連の基本調査項目では、（ ）が発

生しているかどうかで選択する。 

１、行動 

２、日常生活上の支障 

３、介護の手間 

 

 

⑲ 【評価軸】 

要介護認定の基本調査項目の３つの評価軸として誤っているものはどれですか。 

１、身体機能 

２、介助の方法 

３、有無 

 

 

⑳ 【介助の方法】 

（ ）に当てはまる言葉を選んでください。介助されていない状態や実際に行われてい

る介助が、対象者にとって不適切であるとの判断を一次判定で修正・確定するのは、（ ）

の役割である。 

１、認定調査員 

２、介護認定審査会 

３、介護認定審査会事務局 

 

 

 

 

 

 



㉑【要介護認定の基本設計】 

認定調査票の特記事項は、どのようなときに利用されますか。 

１、一次判定の修正・確定 

２、一次判定の修正・確定と二次判定 

３、二次判定 

 

 

㉒【調査員について】 

調査員の役割として、不適切なものはどれですか。 

１、申請者の状況を極力正確に審査会に伝達する 

２、基本調査項目の選択で迷う場合は、特記事項に記載する。 

３、基本調査項目の選択の確定など、一次判定の全ての責任を負う。 

 

 

 

 

問題は以上となります。 

 

 

 

 

 

 

以降の資料は動画視聴時の参考にしてください 












































